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自主防災連絡協議会ニュース 
                              

  第 31 号                令和８年７月 

 

１．新たな防災気象情報について 

 令和８年５月 29 日より、気象庁などから発表される防災気象情報（警報など）が大きく変わりました。 

「レベル３大雨警報」、「レベル４大雨危険警報」のように河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮に関する情報などが

5 段階の警戒レベルに合わせて発表されます。 

 

主な変更点 

・警報、注意報等の情報名の前に「レベル」が付記されます 

【例】（旧）大雨警報 → (新)レベル３大雨警報 

・レベル４相当の情報は危険警報として発表されます 

【例】(旧)土砂災害警戒情報 → (新)レベル４土砂災害危険警報 

・線状降水帯の発生などは「防災気象速報」として発表されます 

【例】（旧）記録的短時間大雨情報 → （新）防災気象速報（記録的短時間大雨） 

   （旧）顕著な大雨に関する気象情報（線状降水帯発生） →防災気象速報（線状降水帯発生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 レベル４危険警報やレベル３警報が発表された場合は、避難情報が発令されていなくても、安全な地域に

住む知り合いの家に身を寄せる、安全が確保できる自宅の２階以上に避難するなど、自主的な避難行動に役

立ててください。 

 これまでどおり高岡市から「警戒レベル４避難指示」や「警戒レベル３高齢者等避難」などの避難情報を

発令した場合は、速やかに避難行動をとってください。 
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２．荒屋敷地先で水防訓練を実施しました 

６月からの出水期を前に、水防機関の士気高揚や地域の防災意識の向上を目的とした水防訓練を実施しま

した。当日は、国吉地区の自主防災組織の皆様で土のうの作成、積上げ訓練を実施しました。  

●日  時：令和８年５月 30 日（土） 午前８時 30 分～午前９時 30分 

●場  所：小矢部川右岸河川敷 高岡市荒屋敷地先 

 

 

 

 

 

 

３．自主防災組織等への支援について 

 「隣保協同」の精神に基づく自主防災組織の活動を支援し、地域防災力向上を図るため、以下の支援メニ

ューをご用意しています。地域での防災訓練、啓発活動にご活用ください。 

 

支援メニュー 内容 問合先

防災訓練に対する助成

防災資機材の整備・更新に対する助成

土のう資材提供

自主防災組織・自治会を対象に、土のうの資材を

無償で提供します。（砂約２立米、土のう袋200

枚）防災訓練等で土のうを作成し、水害に備えま

しょう。

福岡防災センター

防災に関するパネル展示、簡易トイレや段ボール

ベッドなどの防災にまつわる資機材の使用体験が

できます。（事前予約制）

防災アドバイザー
自治会や自主防災組織からの相談に応じて、防災

に関する出前講座や訓練の指導を行っています。

防災アドバイザー室

20-1355

危機管理課

20-1229

市で組織認定した自主防災組織の活動や、資機材

購入などに補助を行っています。

詳しくは、

をご覧ください。

 

 

 

 

 

 

 

 

自主防災連絡協議会ニュース編集部：高岡市総務部危機管理課 

電話：0766-20-1229 ＦＡＸ：0766-20-1549 

https://www.city.takaoka.toyama.jp/kikikanri/bosai/bosai/sonaeru/chiiki/news.html 

高岡市自主防災組織補助金交付要綱 

https://www.city.takaoka.toyama.jp/material/files/group/11/sauhunyoukou.pdf

